	様式例（本件の取り扱いを希望される方は当局までご相談ください）


                                                      　　　　　 　 文書番号　　　　　　　
平成　　年　　月　　日

東京航空局長　殿

設置者　住所　東京都千代田区霞ヶ関２－１－３

　氏名   ○○○○株式会社　社長　東京太郎
比較的太い煙突等の塗色による視認性確保について（照会）
　航空法第５１条の2第１項の規定による昼間障害標識の設置について、次による塗色方法により「昼間において航空機からの視認性が困難であると認められる煙突、鉄塔その他国土交通省令で定める物件」には該当しないと考えられることから、別添関係書類を添えて照会します。
記
１．航空障害物件
	物件
№
	物　　　件
	固有
№
	地上高
ｍ
	海抜高
(TP)ｍ
	所　　在　　地
	位　　置

	
	
	
	
	
	
	北緯／東経

	 １
	 ○○煙突
	
	  140.0
	  210.0 
	　　東京都千代田区
　　霞ヶ関２－１－３
	  34  50  60
 130  10  20


２．必要となる昼間障害標識

	物件
№
	塗　　　　　　色

	
	等　分
	施　工　場　所
	JIS W8301で規定

	
	
	
	赤
	黄赤
	白

	１
	７
	地上から頂上まで
	
	○
	○


３．塗色方法

	物件
№
	塗　　　　　　色

	
	塗り分け方
	施　工　場　所
	色 （ＪＩＳ　Ｚ８７２１）

	
	
	
	青（3PB 4/10）
	白（N9.5）

	１
	８
	地上から頂上まで
	明度（ＪＩＳ　Ｚ８７２１）

	
	
	
	Ｖ４
	Ｖ９


４．備　　　　考
	設置期日
	平成　　年　　月　　日

	　　　 管　理　者
　役職名・住所・電話等
	東京都千代田区霞ヶ関２－１－３　○○㈱霞ヶ関支店
管理課長　TEL 03-1234-5678

	       その他記事
	塗色の維持が困難となったとき又は周囲状況の変化等により視認性確保が困難となったときには、速やかに昼間障害標識（７等分、JISW8301による赤又は黄赤及び白）又は中光度白色航空障害灯（高光度航空障害灯）の設置を行います。




５．添付資料
    （１）航空障害物件位置図
    （２）塗色設置概略図面
    （３）塗色と明度スケールとの対比写真

（４）（３）に使用した明度スケール

（５）全周囲の状況が確認できるカラー写真

